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小学生のコミュニケーション能力を高める教育実践 (3)
―活動 2年 目の取り組み 一
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はじめに

近年、子どもの対人関係能力や対社会関係能力の低

下について多くの指摘がなされている (c.g。,吉 田,

1997)。そして、このような問題への現実的な対策を求

める声も大きいといえる。その現実的対策の 1つのあり

方として、学校教育場面とは異なる性格を持ちながら子

どもの社会性を刺激していくという発達支援的性格を持っ

た地域の 「ボランティア」による活動が考えられる。

このような活動の 1つとして、二重大学教育学部教

育心理学教室の大学生 ・大学院生を中心とするグル
ー

プは、土曜日を利用してすでに1年間にわたってボラ

ンタリーに小学生の 「コミュニケーション能力」育成

の実践を行う 「土曜わくわくクラブ」という活動を、

二重県津市立 M小 学校区内の子どもを対象にして展

開している (廣岡・中西 ・廣岡・後藤 ・横矢 ・矢神 ・

福田,2005a,2005b)。 本報告は、活動 2 年ヽ目に入っ

た2005年度に 「土曜わくわくクラブ」で行われた活

動について、前年度より修正 ・改良された活動プログ

ラムを、各回ごとにその心理学的背景 (目的、標的ス

キル)、活動中の子どもの様子や感想、改善点などと

ともに紹介し、実践的な取り組みのノウハウを広く提

供することを目的としながら、より心理学的に確かな活

動を目指す活動のねらいと実態を報告するものである。

ところで、「土曜わくわくクラブ」は2年 目を迎え、

初年度の活動では見られなかった新たな展開もしくは

問題点を発見するに至った。

まず第 1に、本年度の 「土曜わくわくクラブ」参加児

童の中には、前年度に参加した児童の半数 (24名 中 12

名)が 継続して参加していたため、前年度と同じねらい

を持った活動プログラムを実施する際には、参加経験児

童と未経験児童のどちらにも配慮したものを作成しなく

てはならなかったことがあげられる。2年 目の活動では、

参加経験児童を飽きさせず、かつ未経験児童にも理解し

ゃすいような活動案の作成を試みることが活動案作成の

前提条件とされたわけであるが、経験児と未経験児の両

方をターゲットにすることの難 しさは、新たな工夫の必

要性を活動案作成者に課題として与えることとなった6

社会的スキルトレーニング (SOcial skill Training、

以下 SST)で は、標的スキルを般化させるためにトレ
ー

ニングを繰り返し行う必要があるとされている (相川:

2000)。今年度の 「土曜わくわくクラブ」の活動案を

前年度と同様に紹介する意味は、ある標的スキルを般

化させるために、多様なプログラムを提供することに

よって子どもを飽きさせることなく、繰 り返 し行える

活動案を作成しようとした工夫にある。 こうした試み

を繰り返すことによって、 コミュニケ
ーション能力の

向上に関心のある関係者が共有できるようなプログラ

ム集 ・活動案集をまとめることを、現在企画 している

ところである。刺激したい子どもの社会性が類似 して

いるものであれば、また、それぞれの活動の目的が類

似しているのであれば、現実的な問題としていくつか

の授業例を用意することが必要となる。またそうする

ことができれば、児童の特徴や人数、年齢、標的スキ
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